
○岡田議長 次に、又野議員。

〔又野議員質問席へ〕

○又 野議 員 日 本共 産 党米子 市議 団の 又野史 朗で す。私 は、 大要

３点 質問 させて いた だ きます ので 、ど うぞよ ろし くお願 いい たし

ます。

ま ず、 誰もが 健康 で 文化的 な生 活が できる 社会 を目指 して につ

いてです。

今 はま だ寒い です の で、ち ょっ と話 は今の 時期 ではな いか もし

れま せん けれど も、 ３ 月、来 年度 にか けての 話に なりま すの で、

エアコン設置についてですけれども質問します。

鳥 取県 内の熱 中症 に よる緊 急搬 送人 数です けれ ども、 ２０ ２２

年が ５５ ０人、 ２０ ２ ３年が ６３ ３人 、２０ ２４ 年が６ ８３ 人と、

皆さ ん御 存じだ と思 い ますけ れど も増 え続け てい ます。 健康 に生

活す る上 で、エ アコ ン は必要 不可 欠な ものと なっ てきて いま す。

低所 得世 帯も含 めて 、 エアコ ンの 設置 と電気 代を 気にす るこ とな

くエ アコ ンを使 用で き るよう な補 助が 必要で はあ ります けれ ども、

今回は生活保護世帯についての質問とさせていただきます。

ま ずは 、生活 保護 世 帯のエ アコ ンの 設置状 況に ついて 調査 をし

てお られ るのか 、そ し て調査 して おら れれば 、エ アコン がな い世

帯はどのくらいあるのか教えてください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 生活保 護世 帯の エアコ ン設 置状況 につ いて

でご ざい ます。 令和 ２ 年度及 び令 和５ 年度に 、本 市独自 でエ アコ

ン保 有状 況調査 を実 施 したと ころ でご ざいま す。 設置し てい ない

世帯 数は 令和５ 年度 で １８０ 世帯 ござ いまし て、 全体の １３ ％と



なっているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 １ ３％ の 世帯が エア コン がつい てな いとい うこ とで

した 。２ ０１８ 年に 、 これま でぜ いた く品と 見ら れてい たエ アコ

ンを 健康 で文化 的な 最 低限度 の生 活に 必要な もの として 、生 活保

護世 帯に エアコ ン購 入 費の支 給が 認め られる よう になっ てい ます。

しか し、 その対 象は 限 定的と なっ てい ますけ れど も、そ の設 置の

要件を次教えてください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 エアコ ン設 置費 用が支 給さ れます 要件 につ

いて でご ざいま すが 、 保護開 始時 やＤ Ｖ被害 避難 等によ り借 家に

転居 をさ れるよ うな と きなど やむ を得 ない状 況で 、エア コン の持

ち合 わせ がなく 、か つ その世 帯に 熱中 症予防 が特 に必要 とさ れる

方が いる 場合に 、エ ア コン購 入費 用の 支給が でき ること とな って

おります。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 保 護開 始 時とい うの があ るんで すけ れども 、エ アコ

ン設 置費 用がま だ支 給 されて なか った ２０１ ８年 以前の 生活 保護

世帯 とい うのは 、エ ア コンを 設置 しよ うとす る場 合、基 本的 にど

うなっているのか教えてください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 エアコ ン設 置費 用が支 給さ れない 保護 世帯

の方 につ きまし ては 、 原則的 には 計画 的なや りく りで購 入し てい

ただくものと考えておるところでございます。

○岡田議長 又野議員。



○又 野議 員 計 画的 に という こと です けれど も、 現在ほ とん ど全

ての 物の 値段が 上が っ てる物 価高 騰の 中、生 活費 のやり くり で家

電の 買い 替え費 用を た めると いう こと ができ ると は私は 思え ませ

ん。 エア コンだ けで は ありま せん 。生 活に必 要な 家電が たく さん

ある 中、 それら 全て に 対応で きる お金 をため られ るほど 生活 保護

費が支給されているとお考えなのか教えてください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 エアコ ン等 の購 入費が 可能 な支給 額に なっ

てい るか とのお 尋ね で ござい ます 。生 活保護 制度 におき まし ては、

エア コン といっ た家 電 製品等 の購 入費 用につ きま しても 、毎 月の

最低 生活 費の範 囲で 賄 われる べき もの として 、そ の費用 も含 んだ

基準 額が 定めら れて お ります ので 、日 頃から のや りくり でた める

こと は可 能であ ると 考 えてお りま して 、社会 福祉 協議会 の生 活福

祉資 金貸 付制度 の御 案 内です とか 世帯 の生活 状況 に応じ まし て家

計の見直し等の必要な助言を行っているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 実 際に は 、やり くり でた めると いう ことは ほと んど

不可 能で はない かと 思 います 。実 際に ためて おら れる方 もい ると

聞き ます けれど も、 そ れは食 事の 回数 、量を 減ら すとか お風 呂に

入る のを ２日や ３日 に １回、 さら には それよ り少 なくす ると か、

一般 的な 生活と は違 う 生活を して ため ている と聞 きます 。と ても

健康で文化的であるとは、私は思えません。

そ のた め、実 際生 活 保護費 だけ では エアコ ンの 費用な ど賄 えな

いと 考え るとこ ろが 多 いので 、例 えば 境港市 では エアコ ン設 置費

用の 補助 を行っ てお り 、全国 でも 補助 する自 治体 が増え てき てい



ます 。米 子市に おい て も生活 保護 世帯 へのエ アコ ン設置 費用 の補

助を 行う 必要が ある と 考えま すが 、所 見を伺 いま す。そ れと 、エ

アコ ンが あって も電 気 代が気 にな って 使用で きな いとい うこ とが

ない よう に、夏 季加 算 など生 活保 護費 を上げ る必 要があ ると 考え

てい ます 。国が しな い のであ れば 、市 独自で も夏 の電気 代に 対応

でき るよ うな支 給を 行 うべき であ ると 考えま すけ れども 、所 見を

伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市独 自の エア コン設 置補 助制度 等に つき

まし ては 現在考 えて お りませ んけ れど も、先 ほど も申し 上げ まし

たと おり 、御相 談を 受 ける中 で、 必要 に応じ まし て生活 福祉 資金

の貸 付制 度の活 用な ど の御案 内を 行っ ている とこ ろでご ざい ます。

ま た、 夏の電 気代 に 対応で きる よう な夏季 加算 の支給 につ きま

して も、 市独自 での 実 施をす るこ とは 考えて はご ざいま せん が、

引き 続き 国に対 しま し て夏季 加算 の創 設を要 望し ていき たい と考

えております。

な お、 エアコ ン未 設 置の世 帯に つき まして は、 夏到来 前に 担当

のケ ース ワーカ ーが 訪 問しま した 際に 、健康 状態 ですと か生 活の

状況 を丁 寧に聞 き取 り をいた しま して 、必要 に応 じて水 分補 給で

すと か施 設等で の短 期 入所サ ービ スの 利用な どの 情報提 供を 行う

ようにしているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 夏 季加 算 につい ては 国に 対して 市長 会など を通 じて

要望 をし ている と思 い ますけ れど も、 エアコ ン設 置補助 につ いて

も市 長会 などを 通じ て 要望し てい ると 思うん です けれど も、 その



認識でよかったでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 議員か らお 話し いただ きま したよ うに 、エ

アコ ン設 置につ きま し ても、 全国 市長 会より 冷房 機器の 購入 等に

要す る費 用につ いて 、 全ての 被保 護者 世帯を 支給 対象と する 等支

援の 拡充 を図る こと と 、国に 対し て要 望して いる ところ でご ざい

ます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 そ うす る と、米 子市 でも エアコ ンの 設置補 助に つい

て、 全て の生活 保護 世 帯に必 要性 があ ると考 えて いるの か伺 いま

す。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れは 先 ほど来 、部 長の ほうか ら答 弁をし てお りま

すけ れど も、本 市独 自 での実 施は 考え ており ませ んが、 全国 市長

会等 にお きまし て国 に 要望し てい る案 件でご ざい ます。 そう いう

意味 で、 全国的 な課 題 として その 必要 性を認 識し ており まし て、

今後も引き続き国に要望をしていきたいと考えております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 必 要性 は あると いう こと で、認 識は 同じで よか った

です 。市 長会か らこ れ らのエ アコ ン設 置補助 です とか夏 季加 算の

要望 をし ている とい う ことで すけ れど も、な かな か国が しな いの

であ れば 、ぜひ とも 市 独自で も検 討し ていた だく ように 要望 した

いと思います。

続 きま して、 生活 保 護世帯 の車 の所 有につ いて 質問を させ てい

ただ きま す。米 子市 を はじめ 、地 方で 生活す る上 で欠か せな いも



のと なっ ている 車で す 。生活 保護 世帯 での車 の所 有とい うの は原

則禁 止さ れてい ます 。 ただ、 要件 を満 たせば 所有 、使用 する こと

が認 めら れてい ます が 、その 要件 と生 活保護 世帯 では車 が原 則禁

止されている理由というのを伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 まず、 生活 保護 世帯に おけ る車の 保有 、使

用を 認め る要件 につ い てでご ざい ます 。主に 通勤 用、通 院用 でご

ざい まし て、通 勤用 に つきま して は車 による 通勤 がやむ を得 ない

もの であ って、 世帯 の 自立の 助長 に役 立つこ と、 車の処 分価 値が

小さ いこ と、勤 務に 伴 う収入 が車 の維 持費を 大き く上回 る場 合な

どに 認め られて おり ま す。ま た、 障が いのあ る方 の通院 用に つき

まし て、 車を使 用す る ことが やむ を得 ないも ので あって 、車 の維

持経 費が 賄える など の 場合に 認め られ ており ます 。その ほか 、事

業用としても車の保有が認められる場合もございます。

次 に、 原則車 の保 有 を認め てい ない 主な理 由と いたし まし ては、

購入 費用 や処分 価値 が 一般的 に大 きい こと、 維持 費等の 費用 が最

低生 活を 圧迫し かね な いこと 、ま た交 通事故 等で 他者に 損害 を与

えた場合、負担に問題があることなどでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 ち なみ に 、現在 車の 保有 が認め られ ている 生活 保護

世帯というのは幾らあるんでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき まし ては、 令和 ７年２ 月末 時点

で９世帯に車の保有を認めているところでございます。

○岡田議長 又野議員。



○又 野議 員 や はり 先 ほどの 要件 とい うのは 厳し くて、 車の 保有

が認められているケースというのは少ないと思います。

次 に、 車の保 有が 認 められ ない から 生活保 護を 諦めた とい うよ

うなケースがあるのか伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 生活保 護の 相談 時に自 動車 の保有 が認 めら

れる 要件 等の説 明を 聞 かれた 上で 、申 請に至 らな かった ケー スは

あると認識をしております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 本 来で あ れば生 活保 護を 受ける 必要 がある ほど 収入

が少 ない けれど も、 車 が使え ない から 生活保 護を 諦める とい うケ

ース 、そ のよう な世 帯 の生活 とい うの は、そ れこ そ苛酷 なも ので

あると想像します。

車 の保 有につ いて で すけれ ども 、要 件を緩 和す る通知 とい うの

が最 近国 から出 てる と 思いま すけ れど も、そ の内 容につ いて 教え

てく ださ い。そ れと 、 なぜ緩 和す るこ とにな った のか、 理由 につ

いても教えてください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 緩和を され るよ うにな った 国の通 知の 内容

につ いて でござ いま す 。まず 、通 知内 容につ きま しては 、主 な内

容と いた しまし て、 保 有が認 めら れた 車の多 用途 への利 用に 関す

るも ので 、具体 的に は 障がい のあ る被 保護者 の方 で通勤 や通 院の

ため に車 の保有 を認 め られて いる 場合 に、日 常生 活に不 可欠 な買

物等にも車の使用を認める内容となっているものでございます。

次 に、 緩和の 理由 に ついて でご ざい ますが 、今 回の通 知に おき



まし ては 、具体 的な 緩 和の理 由は 特に 示され てい なかっ たと ころ

でございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 こ れま で は通勤 や通 院で 認めら れた 場合、 その とき

しか 使用 できな かっ た ものが 、日 常生 活に必 要な 買物の ため の使

用が でき るよう にな っ たとい う内 容だ ったと 思い ます。 その 理由

につ いて は通知 には 書 いてな いん です けれど も、 これは 障が い者

のい る生 活保護 世帯 が 車の利 用に つい て裁判 で争 ったと き、 日常

生活 で必 要な範 囲で の 車利用 も自 立し た生活 を送 ること に資 する

と裁 判所 が評価 した こ とによ り、 国が 車の使 用に ついて 検討 した

結果であるようです。

車 はぜ いたく 品で は なく、 今は 自立 のため に必 要な生 活必 需品

です 。特 に地方 にお い て、車 は１ 人１ 台の時 代で もあり ます 。現

行の 生活 保護の 車利 用 の基準 とい うの は、地 方に おいて は通 用し

ないと私は考えます。

ま た、 子ども のい る 世帯に おい ては 、例え ば子 どもの スポ 少の

送り 迎え や子ど も会 、 ＰＴＡ 行事 など で子ど もが 参加す ると きに、

実際 車が ないと 参加 で きず、 子ど もた ちの可 能性 や経験 する 機会

を奪 って しまう こと に つなが りか ねな いため 、生 活保護 を諦 める

ケースもあると聞きます。

多 くの 市民が 車が な いと不 便だ と感 じる米 子市 におい て、 生活

保護 世帯 が自立 する た めに車 利用 の基 準を緩 和し ていく こと とい

うのも必要であると考えますけれども、所見を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 基準緩 和に つい ての所 見で ござい ます けれ



ども 、こ ちらも 全国 市 長会に おき まし て、国 に対 しまし て生 活保

護世 帯の 自動車 保有 の 要件緩 和を 要望 してき てい るとこ ろで ござ

いま して 、本市 にお き まして もそ の必 要性に つい て認識 をし てい

るところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 米 子市 に おかれ ても 、車 の要件 緩和 、必要 性を 認識

して おら れると いう こ とであ りま す。 ぜひと も公 共交通 機関 の利

用が 困難 である とい う 理由で 、運 用の 中で要 件の 緩和を して いた

だくことを強く要望いたします。

次 の質 問に移 りま す 。治療 を諦 める ような 医療 費負担 にな らな

いためにです。

今 、国 会で議 論さ れ ていま す高 額療 養費の 自己 負担限 度額 につ

いて です けれど も、 多 くの問 題を 抱え ている ので 最終的 な内 容と

いう のは まだこ れか ら 変更に なる かも しれま せん けれど も、 現在

国が 示し ている 高額 療 養費の 自己 負担 限度額 、こ れを増 やそ うと

している理由と中身について教えてください。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 高額療 養費 の制 度は、 患者 の皆様 が医 療機

関の 窓口 でお支 払い に なった 自己 負担 額が上 限を 超えた 場合 に、

超過分の金額を支給する制度でございます。

政 府は 、セー フテ ィ ーネッ トと して 高額療 養費 の役割 を維 持し

つつ 、健 康な方 を含 め た全て の世 代の 被保険 者の 保険料 負担 の軽

減を 図る ことを 目的 に 、高額 療養 費制 度の自 己負 担額の 見直 しを

検討しているところでございます。

当 初の 提案内 容は 、 令和７ 年８ 月の 診療分 から 現行の 所得 区分



のま ま高 額療養 費制 度 の自己 負担 限度 額を引 き上 げ、そ して 令和

８年 ８月 の診療 から き め細か い制 度と するた め、 負担能 力に 応じ

た負 担を 求める 観点 か ら所得 区分 を細 分化す ると ともに 一部 の区

分の 自己 負担額 を引 き 上げる 、そ して 令和９ 年８ 月の診 療分 から

は一 部の 区分の 自己 負 担額限 度額 を引 き上げ ると いうも ので ござ

います。

な お、 国にお きま し ては、 現在 、令 和７年 度予 算案の 審議 をさ

れて いる ところ であ り まして 、石 破総 理は令 和７ 年８月 から の条

件見 直し は行う とさ れ た上で 、令 和８ 年度以 降に つきま して は関

係者 の意 見を十 分に 伺 った上 で改 めて 方針を 検討 し、決 定し たい

とさ れる ととも に、 昨 日の参 議院 予算 委員会 にお きまし ては 、持

続可 能性 と受診 抑制 が 起こら ない こと の両立 を図 りたい との 考え

を示されたと承知をしております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 新 しい 情 報では 、令 和８ 年度以 降の は改め てと いう

こと です けれど も、 令 和７年 ８月 から 行う分 には 引上げ をさ れる

ということです。

た だ、 この引 上げ に ついて です けれ ども、 がん 患者の 団体 など

が治 療を 諦めざ るを 得 なくな ると して 、はっ きり と反対 を表 明し

てお られ ます。 近く で は、島 根県 知事 も国家 的殺 人だと 思う とい

うぐ らい のこと を言 っ ておら れま す。 治療を 諦め ること によ って

命の 問題 につな がる こ の制度 の改 悪に ついて 、市 長はど のよ うに

お考えなのか伺います。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 繰り返 しに なり ますが 、政 府はセ ーフ ティ



ーネ ット として の高 額 療養費 の役 割を 維持し つつ 、健康 な方 を含

めた 全て の世帯 の被 保 険者の 保険 料負 担の軽 減を 図る、 これ を目

的と して 、負担 能力 に 応じた 負担 の観 点から 、高 額療養 費制 度の

自己 負担 額の見 直し を 検討さ れて いる ものと 承知 をして おり ます。

医 療保 険財政 の維 持 を図り つつ 、患 者の皆 様の 健康保 持の ため

に高 額療 養費制 度が 重 要な役 割を 果た してい るこ とも事 実で ござ

いま す。 必要な 医療 の 受診抑 制に つな がるこ とが ないよ うに 十分

配慮 し、 全ての 方が 必 要な医 療を 適切 に受け られ る機能 が果 たせ

る形 での 見直し が図 ら れるよ う、 持続 可能な 医療 保険制 度の 構築

に向 けて 、国に おい て しっか りと した 議論を 尽く してい ただ きた

いと考えております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 住 民の 命 、健康 を守 ると いうこ とが 第一で ある 地方

自治 体の 長とし ては ど のよう に考 えて いるの かと いうの を、 市長

の口から聞いてみたかったと思います。

今 回の 改悪で すけ れ ども、 持続 可能 な医療 保険 制度の ため とい

うこ とで すけれ ども 、 負担額 を上 げず に持続 可能 な制度 とす るた

めと いう のを地 方自 治 体とし て何 がで きるの かと いうの を考 えて

みたいと私思ったところであります。

次 に、 医療費 の内 訳 につい て聞 いて みたい と思 います 。米 子市

で把 握で きる健 康保 険 という のは 国保 になり ます ので聞 きま すけ

れど も、 米子市 の国 保 におけ る被 保険 者数、 加入 者数と いう んで

すか ね、 と全体 の医 療 費とい うの は幾 らなの か、 またそ の中 でも

高額 療養 費の金 額と い うのは 幾ら なの か、推 移と 併せて 教え てく

ださい。



○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市の 国民 健康 保険の 令和 元年度 から ５年

度ま で５ 年間の 推移 で 申し上 げま すと 、人口 減少 や団塊 の世 代の

後期 高齢 者の移 行な ど により まし て、 まず被 保険 者数は 令和 元年

度の ２万 8,４ ０ ５ 人 か ら ２ 万 4,８ ２ １ 人 と 3,５ ８ １ 人 の 減 少 を し

て お り ま す 。 保 険 給 付 費につ きま して は、令 和元 年が９ ６億 8,６

８ ５ 万 円 で ご ざ い ま し た が 、 令 和 ５年 度は９ ３億 5,７ １ ２ 万 円 と

約 ３ 億 3,０ ０ ０ 万 円 の 減 と な っ て お り ま す 。 令和 元年度 から ５年

度ま でで、 今度件数 でご ざいま すけれど 、元年 度は 件数は１ 万 5,

２ ９ ４ 件 で ご ざ い ま し た が ５ 年 度 は １ 万 5,２ ５ ８ 件 、 金 額 は １ ２

億 2,７ ９ ４ 万 円 か ら １ ２ 億 3,３ ０ ９ 万 円 と 、 こ ち ら は ほ ぼ 横 ば い

で推 移を してお りま す 。これ は、 被保 険者の 約半 数が６ ５歳 以上

の高 齢者 であり まし て 、治療 を受 ける 方の多 いこ とや医 療の 高度

化などが要因と考えているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 ご めん な さい、 ちょ っと 聞き漏 らし たかも しれ ない

です けれ ども、 件数 と 金額の 部分 、最 後のほ う言 われた のは 、高

額療養費のことについてでよかったんですよね。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤岡市民生活部長 高額療養費の件数と金額でございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 数 字を 細 かく言 って いた だいて 、あ りがと うご ざい

ます 。個 々につ いて は 、被保 険者 数の 減少で 医療 費の総 額と いう

のも 減少 傾向に あり ま すけれ ども 、高 額療養 費に ついて は横 ばい

であ ると いうこ とで し た。日 本全 体で 見れば 医療 費は増 え続 けて



いて 、そ のうち がん 治 療が大 きな 割合 を占め てい るとい うこ とで

す。 今回 の高額 療養 費 の負担 につ いて の議論 もそ ういう とこ ろか

ら始まっています。

戦 後、 がんの 死亡 率 という のが 上が り続け て、 １９８ １年 から

死因 では 、死亡 の原 因 では１ 位に なり 、今で は断 トツと なっ てい

ます 。そ して、 がん と 診断さ れる 人も 増え続 け、 統計に よる と今

では 日本 人の２ 人に １ 人はが んに なる という 計算 になる よう です。

ただ 、治 療の発 達に よ って、 がん と診 断され ても 生存率 が上 がり、

がんで亡くなる確率というのは４人に１人と言われています。

そ こで 、米子 市の 国 保にお いて 、が んの治 療費 という のが 分か

れば、推移と併せて教えてください。

○岡田議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 本市に おき ます 国民健 康保 険にお ける がん

医療 に関 する医 療費 の 推移で ござ いま す。近 年５ 年の状 況で 申し

上げ ます と、国 保デ ー タベー スシ ステ ムによ りま すと、 令和 元年

度は１９億 5,２１８万円でございましたが、令和５年度は１９億 2,

４ ８ ５ 万 円 、 こ の 間 、 若 干 の 推 移 は ご ざいま すが 、１９ 億、 ２０

億前 後で 推移を して お ります 。こ の間 、医療 費の 総額と しま して

は、 新型 コロナ ウイ ル ス感染 症の 影響 もあり まし て変動 はあ りま

すも のの 、がん 医療 に 係る医 療費 とし まして は、 総医療 費の 約２

０％ 程度 と高額 で推 移 をして おり ます 。その 理由 としま して は、

先ほ どと 重なる とこ ろ があり ます が、 被保険 者数 の約半 数が ６５

歳以 上の 高齢者 であ り まして 、治 療を 受けら れる 方が多 いこ と、

そし てが ん医療 の高 度 化など が上 げら れるも のと 考えて おり ます。

○岡田議長 又野議員。



○又 野議 員 こ れも 国 保につ いて です けれど も、 被保険 者数 は減

少し てい ますけ れど も 、がん の治 療費 につい ては 横ばい で推 移し

ているということになると思います。

先 ほど も言い まし た けれど も、 国全 体とい うの では医 療費 は上

がり 続け ている ので 、 米子市 にお いて も国保 の被 保険者 以外 の住

民も 考え れば、 がん 治 療を受 ける 人が 多くな って きてい ると 思い

ます 。鳥 取県全 体で は 、がん で亡 くな る方と いう のは３ 人に １人

とい う数 字が出 てま し て、か なり 高い 数字の よう です。 米子 市に

おい ても 多いと 思う ん ですけ れど も、 死亡原 因で 多いも のを ３つ

ほど上げていただけますでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 鳥取県 にお きま して、 死因 の順位 と推 移と

いう こと でござ いま す けれど も、 鳥取 県人口 動態 統計に より ます

と、 本市 の死因 は令 和 ３年か ら令 和５ 年まで 同じ 順位で ござ いま

して 、１ 位がが ん、 ２ 位、老 衰、 ３位 、心疾 患と なって おり ます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 や はり 米 子市に おい ても がんが 多い ようで すけ れど

も、その次は死亡率について、推移を教えてください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 がんの 年齢 調整 死亡率 でお 答えさ せて いた

だき ます 。令和 ３年 か ら令和 ５年 を比 較いた しま すと、 がん ７５

歳未 満年 齢調整 死亡 率 は、年 によ り増 減はあ りま すもの の、 令和

５年は令和３年を上回る数値となったところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 や はり 米 子市に おい ても 増えて きて いるよ うな 数字



だと 思い ます。 がん の 発生率 とい うの を下げ てい けば、 住民 の皆

さん がが んにな って 苦 しむこ とも 減り 、健康 維持 にもつ なが りま

すし、医療費の増加も抑えられる可能性があると考えます。

米 子市 では、 がん 検 診につ いて とい うのは 議会 でも多 くの 意見

があ った りしま すの で 、力を 入れ てい ると感 じる ところ です けれ

ども 、も ともと のが ん になら ない ため の施策 とい うのも しっ かり

行う必要があるのではないかと思います。

県 のほ うでは 出張 が ん予防 教室 とい うのを 行っ ている よう です

けれ ども 、現在 、米 子 市では がん 予防 につい てど のよう な取 組を

されているのか伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市の がん 予防 の取組 につ いてで ござ いま

すが 、本 市では 国立 が ん研究 セン ター が公表 をし ており ます 科学

的根 拠に 基づく がん 予 防を参 考と いた しまし て、 がん予 防に つな

がる 健康 習慣に つい て 、地域 での 保健 師ミニ 講話 等を通 じま して

周知 をし ている とこ ろ でござ いま す。 また、 市内 商業施 設で 毎年

９月 に健 康増進 普及 月 間キャ ンペ ーン を実施 をし ており まし て、

幅広 い年 代の方 へ食 生 活や運 動、 禁煙 、がん 検診 の必要 性な ど、

健康づくりについての啓発を行っているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 健 康習 慣 ですと か健 康増 進普及 とか 、いろ いろ 啓発

を行 って いると いう こ とでは あり ます けれど も、 もっと 広く がん

の予 防に ついて とい う のも啓 発す る必 要があ るん じゃな いか と思

っています。

こ の問 題取り 上げ よ うと考 えた とき にいろ いろ 調べて いる と、



鳥取 県の パンフ では 、 大腸が んの リス クの可 能性 が高い もの とし

て加 工肉 が上げ られ て います 。配 付資 料、Ｓ ｉｄ ｅＢｏ ｏｋ ｓに

もあ るん ですけ れど も 、県が 出し てま す「が んを 知る１ ０の Ｑ＆

Ａ」 とい うパン フレ ッ トの１ ０ペ ージ の部分 、配 付資料 で載 せさ

せて もら ってる んで す けれど も、 がん になる リス クを上 げる もの

とし て、 可能性 大の と ころで 加工 肉、 胃がん にな る可能 性が 大っ

て書 いて ありま す。 県 のとこ ろの ホー ムペー ジか ら国立 がん 研究

セン ター のホー ムペ ー ジにも つな がり まして 、そ こでは 加工 肉が

確実 に大 腸がん のリ ス クを上 げる もの として 載っ てまし た。 皆さ

んも お手 元のＳ ｉｄ ｅ Ｂｏｏ ｋｓ のほ うで見 てい ただけ れば 分か

るん です けども 、配 付 資料に もあ りま す。こ れに よると 、リ スク

を上 げる ものの 確実 と いうと ころ で、 赤肉、 加工 は大腸 がん のリ

スク を上 げるも のと い うふう に書 いて あるん です ね。私 もこ れま

で加 工肉 あまり 体に よ くない とい うこ とは聞 いて いたん です けれ

ども 、国 立がん 研究 セ ンター では はっ きりと 大腸 がんに つな がる

というふうに書いてあるということです。

周 りの 人に聞 いて み ても、 そこ まで はっき り書 いてあ ると いう

こと は知 らなか った と いう人 がほ とん どでし た。 私も加 工肉 好き

です し、 加工肉 製品 に 携わる 方も たく さんお られ ますの で、 すぐ

すぐ 加工 肉をや めよ う という とこ ろま では言 いま せんけ れど も、

やは りこ のよう な情 報 という のを 多く の住民 の方 が知っ てお くと

いう こと は非常 に大 事 なので はな いか と感じ ます 。県で もホ ーム

ペー ジに も載せ てパ ン フにも 載せ てま すし、 国立 がん研 究セ ンタ

ーで もホ ームペ ージ に 載せて ある とい うこと です 。基準 値以 下と

はい え、 今、多 くの 加 工食品 に発 がん 性が疑 われ る食品 添加 物が



含ま れて おり、 その よ うな食 品に 囲ま れてい るよ うな生 活で す。

また 、農 民連の 調査 で は、輸 入小 麦を 使った パン 、パス タな どに

除草 剤の 主成分 であ り 、発が ん性 のあ るグリ ホサ ートの 残留 成分

が検出されたという調査もあります。

こ のよ うな情 報を し っかり 市民 の皆 さんに 提供 して、 がん を予

防す ると いうこ とも 大 事にな って くる と考え ます 。住民 の命 、健

康を 守る という のが 行 政のま ず第 一の 役割で あり 、がん で苦 しむ

人を 減ら してい くこ と も大事 なこ とだ と思い ます 。それ は増 大す

る医療費を抑えることにもつながっていきます。

今 後の がん予 防に つ いての 取組 、何 か考え てお られる もの があ

れば伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 今後の 取組 につ いてで ござ います が、 次年

度以 降も 引き続 き生 活 習慣病 予防 につ いての 啓発 を行う こと とし

てお りま すが、 さら に は次年 度は がん に特化 した イベン トの 開催

を計 画し ている とこ ろ でござ いま して 、がん 予防 におき まし ては、

鳥取 県が 作成さ れて い る出張 がん 予防 教室教 材の 活用も 検討 して

いる とこ ろでご ざい ま して、 食生 活の 大切さ も含 めた予 防の 周知

を強化していきたいと考えております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 来 年度 は がん予 防の イベ ントも 計画 してお られ ると

いう こと でした 。市 民 に対し ても です けれど も、 企業な どに 対し

ても 発が ん性の ある 疑 いのあ る食 品添 加物を なる べく使 わな いよ

うに 、少 しずつ でも 切 り替え てい くよ う指導 して いくと いう こと

も大事だと思うんですけれども、そこら辺の所見を伺います。



○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市が 企業 に対 して直 接食 品添加 物に 関す

る指 導と いうこ とは 行 うこと はで きま せんけ れど も、が んの リス

クを 減ら す健康 習慣 の 啓発は 必要 であ ると考 えて いると ころ でご

ざいます。

鳥 取県 が作成 して い る啓発 資材 も活 用しな がら 、がん 予防 につ

なが る健 康習慣 につ い て、分 かり やす く情報 提供 できる よう 努め

ていきたいと考えております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 な かな か 指導と いう のは 確かに 市と しては 難し いと

は思 いま す。た だ、 住 民の命 、健 康を 守るた めに 、この よう な取

組ぜひとも進めていただきたいと思っております。

そ れと この件 につ い ての私 の考 えに なりま すけ れども 、高 額療

養費 の自 己負担 限度 額 につい ては 、こ のよう な取 組と同 時に 、国

にお いて は５０ ０兆 円 を超え ると 言わ れる大 企業 の内部 留保 に課

税を した り、大 金持 ち に対し て累 進課 税を強 化し たりし て、 お金

があ ると ころか ら財 源 を確保 して 、多 くの住 民の 負担が 増え るこ

とが ない ように 、誰 も が治療 を諦 める ような こと がない よう な医

療保 険制 度を継 続し て いかな けれ ばな らない と主 張して 、こ の質

問は終わります。

次 の質 問に移 りま す 。みん なか ら望 まれる 学校 を整備 する ため

にです。

義 務教 育学校 整備 事 業につ いて 伺い ます。 現在 、美保 地区 にお

いて 義務 教育学 校の 整 備が進 めら れて います けれ ども、 地元 との

間で 大変 な問題 が起 き ている と聞 いて います 。大 篠津地 区で は、



自治 連合 会とし て義 務 教育学 校設 置に 関して 米子 市教育 委員 会へ

は協 力で きない と言 っ ておら れ、 文書 も配付 して おられ ます 。な

ぜそ のよ うなこ とに な ったと 考え てい るのか 、ま た今後 どの よう

に対応していくおつもりなのか伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ま ず、 協力で きな い理由 につ いて

でご ざい ますが 、令 和 １０年 度に 開校 すると いう ことに つき まし

て、 大き な期待 をい た だいて おい て、 その大 きな 期待ど おり にな

らな かっ た、裏 切ら れ たこと に対 して 候補地 を再 検討す べき とい

った よう な思い から 、 協力で きな いと いう判 断に 至られ たの では

ないかと考えております。

ま た、 今後の 対応 に つきま して は、 これま でも 説明は 尽く させ

てい ただ いてる とこ ろ でござ いま すが 、引き 続き これま での 議論

の経 過な どにつ きま し て、今 後も 丁寧 な説明 を重 ねてい きた いと

考えております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 大 篠津 の 自治連 合会 とし ては、 義務 教育学 校の 設置

場所 につ いて美 保学 園 跡地を 要望 して おられ たん ですけ れど も、

そこ の場 所は適 切で は なく、 現在 の候 補地が 適切 である とい うこ

とに つい ての説 明や 回 答とい うの が教 育委員 会か らない と思 われ

てま す。 真摯な 対応 が ないと いう ふう に思わ れて まして 、協 力で

きないと言っておられるということです。

３ 地区 あるう ちの 一 つの自 治連 合会 が協力 しな いとい うの は大

変な 事態 である と考 え ます。 納得 して もらっ てか ら進め るよ うに

しな いと さらに 溝が 深 まるの では ない かと思 いま すけれ ども 、納



得し ても らうま でこ の 事業を 進め ない ほうが いい と考え ます けれ

ども、所見を伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 事 業を 進めな いほ うがい いの じゃ

ない かと のお尋 ねで ご ざいま すが 、こ れにつ きま しては 、１ ２月

から １月 にかけ まし て 、地域 の方 や保 護者を 対象 とした 説明 会を

複数 回開 催いた しま し たし、 その 後実 施いた しま した保 護者 アン

ケー トに おきま して 、 おっし ゃる よう に事業 や候 補地の 見直 しを

求め る御 意見が ござ い ます。 また 、そ の一方 で、 一日も 早く 開校

して ほし い、遅 れる の は残念 だが いい 学校を つく ってほ しい とい

うよ うな 御意見 もい た だいて おる とこ ろでご ざい ます。 子ど もた

ちの 教育 環境の ため 、 可能な 限り 早い 開校を 目指 して事 業を 進め

ていきたいと考えているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 早 く開 校 してほ しい とい う声も 理解 はでき ます けれ

ども 、実 際既に ３年 か ら５年 延び ると いうこ とに なって るわ けで

す。 何事 もそう です け れども 、納 得し てもら って から物 事を 進め

るというのは当然のことだと思います。

ま たち ょっと 質問 の 内容は 変わ るん ですけ れど も、ス クー ルバ

スと いう のもど うな る か分か らな い状 態で、 住民 は今の 義務 教育

学校 の計 画の是 非を 判 断でき ない とい うよう な声 も聞き ます 。そ

のこ とも はっき りし て からや はり 地元 住民に 対し て判断 して もら

う必 要が あると 思い ま すけれ ども 、こ のこと につ いての 所見 を伺

います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。



○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ス クー ルバス と義 務教育 学校 計画

の是 非に ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、ま ず、 義務教 育学 校設

置自 体に つきま して は 、地域 住民 、保 護者、 それ から学 校関 係者

など から 成りま す校 区 審議会 にお きま して、 既に 令和３ 年度 に現

状存 置、 小学校 のみ の 統合、 義務 教育 学校の 設置 などの 複数 の学

校の 在り 方につ いて 慎 重に議 論さ れま して、 その 結果出 され た結

論で ござ います 。そ の 答申に 沿っ て教 育委員 会で 方針決 定し 、今

日まで事業を進めてきているところでございます。

な お、 お尋ね がご ざ いまし たス クー ルバス 、通 学バス につ きま

して も、 今、並 行し て コミュ ニテ ィバ ス活用 等も 含めま して 検討

を進めているところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 通 学バ ス につい て、 スク ールバ スに なるの かコ ミュ

ニテ ィバ スにな るの か 、本当 にバ スを 使うの かは っきり しな い状

況で は、 なかな か今 の 場所で いい とい うのが 決め られな いと いう

ふう な、 そうい うよ う な話も 聞き ます 。バス 利用 につい て、 まだ

はっ きり されな いん で すかね 、使 われ るんで すか ね、そ こら 辺も

はっきりしないのか、ちょっと伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 ま ず初 めに、 スク ールバ ス、 通学

バス は、 学校統 合に 当 たりま して 検討 すべき 非常 に重要 な要 素で

ある 、こ れはそ うい っ た認識 でご ざい ますが 、こ れは前 提条 件で

はな いと いうこ とで も ありま すん で、 そこは まず 一旦踏 まえ た上

で答 弁さ せてい ただ き ますが 、検 討に つきま して は、先 ほど も答

弁い たし ました とお り 、庁内 の関 係課 ですと か、 あと開 校準 備委



員会 の教 育環境 部会 、 これ通 学を 担当 する部 会で すけれ ども 、そ

れか ら関 係機関 との 今 協議を して ると ころで すの で、今 検討 中と

いうことでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 検 討中 と いう話 です と、 まだは っき りしな いと いう

ふう に捉 えられ ます ん で、今 の計 画地 でいい のか という のは 判断

できない住民がおられてもおかしくないと私は考えます。

そ れと 、今新 しく 示 された 計画 では 、グラ ウン ドの完 成は 開校

した 後に なり、 開校 後 もグラ ウン ド整 備が続 くと いう計 画だ と認

識していますが、それで間違いないのか確認で伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 先 月の 民生教 育委 員会で も説 明さ

せて いた だきま した け れども 、現 時点 ではグ ラウ ンド工 事は 開校

の年度に行う計画でございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 そ れと 、 校舎の 完成 も、 もし令 和１ ３年４ 月の 開校

に間 に合 わなか った 場 合とい うの は、 取りあ えず 開校は して 、現

校舎 、今 の校舎 で授 業 を行う とい うこ とも聞 いて るんで すけ れど

も、それも間違いないでしょうか。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 現 段階 では、 ３年 から５ 年開 校が

遅れ ると いう見 込み で ござい ます 。そ の中で 、ま ずは令 和１ ３年

４月 を目 標とし て事 業 を進め てい ると 、そう いう 状況で ござ いま

す。

そ うい った状 況の 中 で、新 しい 校舎 ができ るま では当 然の こと



とし て現 在の既 存の 校 舎で授 業を 行う ことに なる という 具合 に考

えております。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 普 通に と いう言 い方 が変 なのか もし れませ んけ ども、

私が 考え るに、 子ど も のこと を考 えた 場合、 整備 が全部 済ん でか

ら開 校す るとい うの が 順番だ と思 うん ですけ ども 、所見 を伺 いま

す。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 開 校は 全ての 整備 が終わ って から

では ない かとの お尋 ね でござ いま すが 、おっ しゃ るよう に全 ての

ハー ド整 備を終 える と いうこ とも 一つ の考え 方か もしれ ませ んが、

実際 の建 築工事 にお き まして はバ ック ヤード も機 能とい たし まし

て、 グラ ウンド に建 設 資材を 置い たり ですと か、 そうい った よう

なこ とも ござい ます 。 それか ら、 校舎 棟や体 育棟 が終わ って から、

それ から 外構を 整え る と、そ うい った 順番の 関係 上、建 築工 事と

グラ ウン ド工事 を並 行 して行 うこ とは できな いと いうこ とで ござ

います。

そ のよ うな状 況を 踏 まえま して 、そ のよう な中 で一日 でも 早く

子ど もた ちが新 しい 校 舎で学 ぶこ とが できる よう 、現段 階に おき

まし ては グラウ ンド 工 事に着 手す る前 での開 校を 考えて いる とこ

ろでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 現 在使 用 してい る例 えば 学校敷 地で 整備す るな ら、

整備 はず れると いう こ とも理 解で きる んです けど 、新た なと ころ

に整 備す るのだ った ら 、やは り完 成さ せてか ら開 校する とい うの



が本 来の 姿であ ると 私 は考え てい ます 。建設 資材 などほ かの 場所

を借りたりすればできるのではないかとも考えるところです。

な ぜ校 舎が完 成し て いない 場合 でも 開校は 取り あえず しな いと

いけ ない 場合が 出て く る可能 性が ある のか考 えた 場合、 国か らの

負担 金の ことが ある の ではな いか と思 います 。国 からの 負担 金と

いう のは 、ちょ っと 確 認です けど も、 開校年 度と その前 ３年 間が

対象 だと 聞きま した け ども、 その 理解 で、認 識で いいの か伺 いま

す。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 建 築工 事の主 要な 財源と して 想定

をし てお ります 文科 省 の公立 学校 施設 整備費 負担 金につ きま して

は、 開校 年度と その 前 ３年度 間に 行わ れた工 事が 交付対 象と なる

ものでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 そ の交 付 対象も 期限 があ るとい うこ とで、 少し でも

早い 開校 を目指 すな ら 、大篠 津自 治連 合会か らも 要望が あっ た美

保学 園跡 地に変 更し た ほうが いい ので はない かな とちょ っと 考え

たと ころ です。 今の と ころで すと 、造 成の問 題で すとか 排水 の問

題、 用地 買収の 問題 、 農地転 用の 問題 があり ます 。それ らが 美保

学園 の跡 地だっ たら な くなる ので はな いかと 、早 く開校 でき るの

では ない かと考 えま す が、美 保学 園跡 地では 整備 できな い理 由が

あるのか伺います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 早 い開 校のた めに 候補地 を変 更し

ては どう か、そ れか ら 美保学 園跡 地で はどう かと いうお 尋ね でご



ざい ます が、ま ず、 早 い開校 を目 的と して候 補地 を変更 する 考え

はございません。

そ れか ら、美 保学 園 跡地で はい けな いかど うか という こと でご

ざい ます が、候 補地 に つきま して は、 令和３ 年か ら令和 ４年 にか

けま して 美保地 区の 各 地域の 住民 の方 々との 意見 交換、 それ から

美保 地区 のまち づく り 協議会 、こ れは 地域の 方も 入った 会で すけ

れど も、 こうい った と ころで の議 論を 踏まえ まし て、特 に美 保地

区に おけ る人口 重心 で すとか 通学 距離 、これ を重 視しつ つ、 周辺

状況 等も 考慮し て選 定 いたし まし た。 そうい った 経過が ござ いま

すか ら、 その結 果、 美 保学園 跡地 は候 補地に なら なかっ たと いう

ことで認識をしてるところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 こ れま で 議論し て、 人口 重心を 考え て今の とこ ろに

決め たと いうこ とで す けれど も、 ３年 から５ 年延 びると いう こと

が分 かっ た以上 、ま た 候補地 につ いて も検討 し直 しても いい ので

はな いか とちょ っと 私 も思っ てい ると ころで す。 自治体 でい ろい

ろな 、自 治体に 限ら ず ですけ ど、 いろ んな事 業を すると きに 総合

的に 判断 して決 める と いうこ とは 当然 あるこ とで 、先ほ ども 申し

上げ まし た造成 の問 題 、排水 、用 地買 収、農 地転 用の問 題な ど、

国か らの 負担金 の期 間 など総 合的 に考 慮すれ ば、 今の計 画地 では

時間 がか かり困 難で あ ること は想 像で きたの では ないか と考 えま

す。

美 保学 園跡地 にし た 場合、 人口 重心 の問題 は確 かに残 りま すけ

れど も、 ほかの 問題 と いうの はほ とん ど発生 しな かった ので はな

いか と考 えると 、大 篠 津自治 連合 会が 言われ てる ことも 理解 でき



るところです。

そ こで 、市長 にち ょ っと伺 いま すけ れども 、一 つの自 治連 合会

が協 力で きない と言 っ ている こと 自体 、大き な問 題だと 考え ます。

例え ば通 学バス につ い ても、 検討 では なく、 確実 に確保 しま すよ

とか 、も っとは っき り と対応 して いく ことな ども 大事で はな いか

と思 いま す。今 回の 問 題、ど のよ うに 解決し よう と市長 とし て思

われているのか聞かせていただければと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ま ず、 美 保の義 務教 育学 校の開 校が 遅れる こと にな

りま した ことに つき ま しては 、大 変申 し訳な く思 ってお りま すし、

また これ を期待 され た 住民の 皆様 に対 し率直 にお わびを 申し 上げ

たいというふうに思います。

一 方で 、先ほ ど答 弁 もあり まし たけ れども 、こ の学校 につ きま

して は遅 れてで もし っ かりい いも のつ くって くれ という よう な、

アン ケー トによ って そ ういう よう な回 答があ った りもい たし まし

て、 我々 といた しま し ては今 でき る最 善のス ケジ ュール 感の 中で

これに取り組んでいきたいというふうに思っております。

場 所の 問題に つき ま しては 過去 経過 があり まし て、も ちろ ん先

ほど も答 弁もあ りま し たけど も、 美保 学園の 跡地 もその 候補 地の

一つ とし て挙が って い たとこ ろで ござ います が、 最終的 には 人口

重心 等様 々な観 点か ら 、住民 の皆 様が 現在計 画を してい る場 所に

決め てい ただい たも の でござ いま すの で、そ れを 尊重し てい きた

いというふうに思っているとこでございます。

今 後も 住民の 皆様 方 の御理 解を 得る べく、 我々 として はし っか

りと 説明 を尽く して い きたい と思 いま すので 、ど うかよ ろし くお



願いをしたいというところでございます。

○岡田議長 又野議員。

○又 野議 員 職 員さ ん でこれ まで もね 、本当 に苦 労して 説明 に上

がっ てお られる とい う ことを 聞い てい ます。 こう なると 、や っぱ

りそ の場 でも様 々な 判 断がで きる 立場 にある 市長 もぜひ とも 自治

連合 会の ほうに 話を さ れると か、 そう いうこ とが 必要に なっ てく

るのではないかなと私は考えているところです。

最 後、 これも 意見 に なりま すけ れど も、学 校が なくな る地 域に

おい ては 、なく なる だ けで何 もし てく れない とい う思い がや はり

ある よう です。 弓浜 地 域は、 これ まで も下水 道の 問題や バイ オマ

ス発 電に おける 対応 の 問題な ど、 不満 がたま って いるよ うで す。

その よう な地域 の声 に 対して は、 もっ としっ かり と耳を 傾け るこ

とが大事だと思うところです。

弓 浜地 域に限 らず 、 中心地 では ない 郊外の 地域 、例え ば保 育園

が統 合さ れてな くな っ たとこ ろと か、 なくな るば かりで 新し いこ

とし てく れない 、循 環 バスと いっ ても 中心地 では 既にや って いて、

周辺 地域 に特別 にと い うわけ では ない という よう な声も たく さん

聞き ます 。旧日 野橋 の 件でも 、市 長は 道路と して の機能 は終 わっ

たと 事あ るごと に発 言 されて いま すけ れども 、現 実に毎 日何 百人

も利 用し ており 、そ の 人たち の気 持ち や周辺 住民 の気持 ちに 市長

は寄り添っていないというような声もよく聞きます。

東 京一 極集中 の解 消 をと地 方か ら言 ってい ます けれど も、 米子

市で も中 心地に ばか り お金を かけ て周 辺にお 金を かけな いよ うで

は、 米子 でも一 極集 中 が進ん でい くこ とにな りか ねない と思 って

いま す。 中心地 ばか り ではな く、 郊外 、特に 調整 区域、 なか なか



いろ んな ものが 建て れ ない調 整区 域に おいて 、衰 退しな いよ うに

何か 特別 に活気 が出 る ような 施策 を展 開すべ きで あると いう こと

を強く主張いたしまして、私の質問を終わります。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午後０時０１分 休憩


